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〈
史
料
紹
介
〉

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
裏
に
写
さ
れ
た
『
後
深
心
院
関
白
記
』倉　

本　

一　

宏

は
じ
め
に

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
は
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
自
筆
日
記
で
あ
る
。

藤
原
摂
関
家
の
実
質
的
な
祖
で
あ
る
道
長
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
こ
の
日
記

は
、
そ
の
後
の
摂
関
家
最
高
の
重
宝
と
さ
れ
、
近
衛
家
の
文
庫
の
奥
深
く
に
大

切
に
収
蔵
さ
れ
た
。
文
車
に
載
せ
ら
れ
て
日
常
的
な
閲
覧
に
供
さ
れ
た
と
も
さ

れ
る
古
写
本
と
は
異
な
り
、
現
役
の
摂
関
で
さ
え
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
、
我
々
は
考
え
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
平
安
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
状
況
で
あ
っ

て
、
近
世
と
も
な
る
と
、
い
さ
さ
か
異
な
る
状
況
も
生
ま
れ
て
き
て
い
た
の
で

あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
世
初
期
に
近
衛
信
尹
に
よ
っ
て
、『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本

の
寛
弘
五
年
秋
冬
巻
の
裏
に
抜
書
を
書
写
さ
れ
た
、
南
北
朝
期
の
『
後
深
心
院

関
白
記
』（
愚
管
記
、
近
衛
道
嗣
筆
）
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
御
堂
関

白
記
』
自
筆
本
の
近
世
に
お
け
る
扱
わ
れ
方
の
一
端
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
以
下
の
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
陽
明
文
庫
長
の
名
和
修
氏
の
ご

教
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
最
初
に
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
と
い
う
年
は
、
摂
関
家
に
と
っ
て
も
、
も
っ
と
も

重
要
な
年
で
あ
っ
た
。
道
長
の
長
女
で
あ
る
一
条
天
皇
中
宮
の
彰
子
が
つ
い
に

皇
子
（
敦
成
親
王
、
後
の
後
一
条
天
皇
）
を
出
産
し
、
一
条
天
皇
の
土
御
門
第
行

幸
、敦
成
親
王
御
五
十
日
の
儀
、御
百
日
の
儀
が
華
々
し
く
行
な
わ
れ
、後
世
、

「
寛
弘
の
佳
例
」
と
称
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
祝
宴
に
お
け
る
藤
原
公

任
の
言
葉
を
根
拠
と
し
て
、「『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
」
が
催
さ
れ
た
の
は
、
記

憶
に
新
し
い
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
も
こ
の
年
の
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
原
本
を
見

る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
褾
紙
の
外
題
に
、「
寛
弘
五
年
〈
裏

信
尹
公
手
跡
／
自
延
文
元
至
三
年
抜
書
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
図
版
①
）

に
は
、
ま
っ
た
く
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
写
真
版
で
あ
る
『
陽
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明
叢
書
』（
陽
明
文
庫
編
、思
文
閣
出
版
、一
九
八
三
〜
一
九
八
四
年
）
を
見
て
も
、

『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
の
前
後
に
別
の
筆
が
わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
こ
と
に

は
、
ま
っ
た
く
意
に
介
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
九
年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
就
職
す

る
や
、
さ
っ
そ
く
立
命
館
出
版
部
が
一
九
三
一
年
に
作
成
し
た
自
筆
本
の
複
製

を
古
書
店
か
ら
購
入
し
て
も
ら
い
、
研
究
補
助
員
た
ち
（
板
倉
則
衣
・
柿
島
綾
子
・

堀
井
佳
代
子
）
と
調
査
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
寛
弘
五
年
秋
冬
巻

裏
書
の
書
き
込
み
に
気
付
い
た
。『
陽
明
叢
書
』
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
写
真

版
を
提
示
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
余
計
な
書
き
込
み
は
カ
ッ
ト
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
が
、
立
命
館
大
学
版
の
複
製
は
、
習
書
や
天
保
の
年
号
の
あ
る
紙
背

書
入
（
誰
が
や
っ
た
ん
だ
ろ
う
）
も
含
め
、『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
す
べ
て

を
複
製
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
書
き
込
み
も
「
複
製
」

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
き
込
み
に
は
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
大
日
本
史
料　

第
六
篇

之
二
十
・
二
十
一
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
二
三
・

二
四
年
）
で
見
て
み
る
と
、
そ
れ
が
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
で
あ
る
こ

と
は
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
『
大
日
本
古
記
録
』
の
『
後
深
心
院
関
白

記　

一
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
と
合
わ
せ
て

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
書
き
替
え
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
抜
書
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
点
で
名
和
氏
に
尋
ね
て
み
る
と
、「
よ
う
気
付
い
た
な
」
と
い
っ
た

風
情
で
種
々
の
ご
教
示
を
賜
わ
り
、ま
た
、す
で
に
『
陽
明
叢
書　

五
』
の
「
解

説
」で
土
田
直
鎮
氏
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（
な
お
、

立
命
館
版
複
製
の
「
解
説
」〈
黒
板
勝
美
氏
執
筆
〉
に
も
、「
御
堂
関
白
記
と
は
何
等

関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
言
及
さ
れ
て
い
た
）。

加
え
て
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
「
日
記
の
総
合
的
研

究
」
で
こ
の
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
共
同
研
究
員
で
『
大
日
本
古
記
録　

後
深

心
院
関
白
記
』の
編
纂
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
史
料
編
纂
所
の
尾
上
陽
介
氏
か
ら
、

す
で
に
こ
の
こ
と
に
触
れ
た
論
文
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
（
尾
上
陽
介
「
再
利

用
さ
れ
た
日
記
原
本―

『
猪
熊
関
白
記
』『
後
深
心
院
関
白
記
』
を
中
心
に―

」〈『
三

田
中
世
史
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
五
年
〉）。

関
係
者
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
学
恩
に
導
か
れ
な
が
ら
、
以
下
に
こ
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
述
べ

て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
古
代
史
研
究
者
に
は
な
じ
み
の
薄
い
こ

の
一
件
の
関
係
者
に
つ
い
て
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
〜
九

七
年
）
を
引
い
て
、
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
後
深
心
院
関
白
記
』

図版①　寛弘五年秋冬巻褾紙
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を
記
し
た
近
衛
道
嗣
（
元
弘
二
〈
一
三
三
二
〉
年
〜
嘉
慶
元
〈
一
三
八
七
〉
年
）
は
、

南
北
朝
時
代
の
北
朝
の
廷
臣
。
堀
川
関
白
ま
た
後
深
心
院
と
称
す
る
。
父
は
関

白
基
嗣
。
康
安
元
（
一
三
六
一
）
年
に
関
白
と
な
り
、
嘉
慶
元
年
に
五
十
六
歳

で
薨
じ
た
（『
国
史
大
辞
典
』「
近
衛
道
嗣
」〈
村
田
正
志
氏
執
筆
〉
か
ら
）。

そ
の
日
記
で
あ
る
『
後
深
心
院
関
白
記
』
は
、『
愚
管
記
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

自
筆
原
本
が
延
文
元
（
一
三
五
六
）
年
か
ら
永
徳
三
（
一
三
八
三
）
年
に
わ
た
っ

て
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
四
年
分
が
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
ほ
か

は
、
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
い
る
。
具
注
暦
行
間
の
余
白
や
継
紙
に
記
入
さ
れ
た
も

の
が
多
い
（『
国
史
大
辞
典
』「
愚
管
記
」〈
益
田
宗
氏
執
筆
〉
か
ら
）。

さ
て
、
問
題
の
近
衛
信
尹（
永
禄
八〈
一
五
六
五
〉年
〜
慶
長
十
九〈
一
六
一
四
〉

年
）
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
。
父
は
関
白
前
久
、
母
は
家
女
房
。
三さ
ん

藐
み
や
く

院い
ん

と
号
す
。
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
に
元
服
。
加
冠
の
役
を
勤
め
た
織
田
信

長
か
ら
諱
の
一
字
を
も
ら
う
。
生
来
、
才
気
渙
発
、
直
情
奔
放
の
性
格
で
あ
っ

た
。
同
八
年
内
大
臣
、
十
三
年
左
大
臣
と
な
っ
た
が
、
関
白
二
条
昭
実
と
争
論

を
起
こ
し
、豊
臣
秀
吉
に
関
白
就
任
の
口
実
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
秀
吉
、

次
い
で
秀
次
が
関
白
と
な
る
や
、
心
中
穏
や
か
な
ら
ず
、
平
人
同
様
に
振
る
舞

い
、
参
内
も
せ
ず
、
公
家
衆
や
秀
吉
に
も
会
わ
な
か
っ
た
。
文
禄
の
役
が
始
ま

る
や
、
朝
鮮
に
渡
る
と
称
し
て
京
都
を
出
奔
し
、
名
護
屋
に
赴
い
た
の
で
、
後

陽
成
天
皇
は
勅
書
を
秀
吉
に
賜
い
、
こ
れ
を
と
ど
め
た
。
文
禄
三（
一
五
九
三
）

年
、
秀
吉
の
上
奏
に
よ
っ
て
勅
勘
を
蒙
り
、
薩
摩
坊
津
に
配
流
さ
れ
た
。
慶
長

元
（
一
五
九
六
）
年
、
許
さ
れ
て
帰
京
、
同
十
年
、
関
白
と
な
っ
た
。
同
十
九

年
に
五
十
歳
で
薨
じ
た
。
嗣
子
が
な
か
っ
た
の
で
後
陽
成
天
皇
の
第
四
皇
子
信

尋
（
信
尹
の
妹
前
子
の
所
生
）
が
家
を
継
い
だ
。
禅
を
大
徳
寺
の
春
屋
・
古
渓

両
和
尚
に
学
び
、
ま
た
沢
庵
和
尚
に
も
参
じ
た
。
和
歌
・
連
歌
・
絵
画
に
優
れ
、

こ
と
に
書
道
に
お
い
て
は
青
蓮
院
流
よ
り
出
て
一
派
を
成
し
、
本
阿
弥
光
悦
・

松
花
堂
昭
乗
と
共
に
寛
永
の
三
筆
と
称
さ
れ
た
。
世
に
近
衛
流
、
も
し
く
は
三

藐
院
流
と
い
う
。
そ
の
日
記
を
『
三
藐
院
記
』
と
称
し
、
文
禄
元
年
か
ら
慶
長

十
五
年
ま
で
、
断
続
し
て
存
す
る
（『
国
史
大
辞
典
』「
近
衛
信
尹
」〈
近
衛
通
隆

氏
執
筆
〉
か
ら
）。

ど
う
も
と
ん
で
も
な
い
人
物
の
よ
う
で
あ
る
が
（
な
お
、大
和
和
紀
の
漫
画
『
イ

シ
ュ
タ
ル
の
娘
』
で
は
、
主
人
公
小
野
於
通
の
書
道
の
師
匠
〈
兼
、
思
い
人
〉
と
し

て
登
場
す
る
と
の
由
で
あ
る
）、
そ
の
嗣
子
の
近
衛
信
尋
（
慶
長
四
〈
一
五
九
九
〉

年
〜
慶
安
二
〈
一
六
四
九
〉
年
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
公
家
。
後
陽
成
天
皇
第

四
皇
子
。
母
は
中
和
門
院
近
衛
前
子
。
近
衛
信
尹
の
養
子
と
な
っ
た
。
元
和
九

年
（
一
六
二
三
）、
関
白
に
補
さ
れ
る
。
慶
安
二
年
、
五
十
一
歳
で
薨
じ
た
。

後
水
尾
天
皇
を
中
心
と
し
た
学
問
芸
術
活
動
の
中
心
の
一
翼
を
担
い
、
そ
の
発

展
に
貢
献
し
た
。
ま
た
沢
庵
宗
彭
・
一
絲
文
守
・
金
森
宗
和
・
松
花
堂
昭
乗
ら

と
の
交
流
も
深
く
、
こ
れ
ら
文
芸
家
と
宮
中
と
の
仲
介
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。

書
は
養
父
信
尹
の
三
藐
院
流
を
嗣
い
で
卓
越
し
、
茶
は
織
部
の
流
を
汲
み
、
連

歌
で
も
佳
作
が
多
い
。
自
筆
日
記
を
『
本
源
自
性
院
記
』
と
い
う
（『
国
史
大

辞
典
』「
近
衛
信
尋
」〈
名
和
修
氏
執
筆
〉
か
ら
）。
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『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
秋
冬
巻
の
裏
に
信
尹
が
抜
書
を
行
な
っ
た
こ
と

を
発
見
し
、
褾
紙
外
題
に
、「
裏
信
尹
公
手
跡
／
自
延
文
元
至
三
年
抜
書
」
と

書
き
付
け
た
の
は
、
こ
の
信
尋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
気

持
で
、
こ
の
外
題
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
の
顛
末

次
に
、
こ
の
抜
書
が
記
さ
れ
た
経
緯
を
述
べ
て
い
こ
う
。
返
す
返
す
も
、
ほ

と
ん
ど
は
名
和
氏
の
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

本
来
、
巻
子
本
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
で
あ
っ

た
が
、
信
尹
は
こ
の
う
ち
の
五
巻
分
を
折
状
の
状
態
と
し
た
。
ち
な
み
に
そ
れ

は
、
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
の
秋
冬
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
の
秋
冬
、
寛
弘

五
（
一
〇
〇
八
）
年
の
秋
冬
、
寛
弘
八
（
一
〇
一
一
）
年
の
春
夏
、
寛
仁
四
（
一

〇
二
〇
）
年
の
春
夏
で
あ
る
。
当
時
、
自
筆
本
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
最
古
の
巻
で
あ
る
長
徳
四
年
秋
冬
と
、
そ
の
次
に

古
い
長
保
元
年
秋
冬
、
ま
た
も
っ
と
も
新
し
い
寛
仁
四
年
春
夏
を
折
本
に
し
て

い
る
点
か
ら
、
ま
だ
道
長
が
裏
書
を
記
し
て
い
な
い
古
い
方
と
、
出
家
し
て
裏

書
を
記
さ
な
く
な
っ
た
新
し
い
方
か
ら
加
工
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
何
か
を
書
写
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
記
述
が
少
な
く
、
裏
書
の
な
い

始
め
か
終
わ
り
の
方
の
巻
を
使
え
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
敦
成
親
王

誕
生
や
一
条
天
皇
土
御
門
第
行
幸
の
記
さ
れ
た
寛
弘
五
年
、
一
条
天
皇
崩
御
、

三
条
天
皇
踐
祚
な
ど
の
重
要
事
が
記
さ
れ
た
寛
弘
八
年
も
折
本
に
加
工
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
（
そ
う
い
え
ば
、
一
条
天
皇
の
関
係
で
寛
弘
八
年
の
調
査
を
行
な
う

と
、
自
筆
本
に
折
り
目
が
付
い
て
い
た
の
を
思
い
出
す
）、
実
際
に
は
、
そ
う
い
っ

た
配
慮
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
、
折
り
目
は
ど
う
や
っ
て
見
付
け
る
か
と
い
う
と
、
巻
子
本
な

ら
ば
等
間
隔
に
同
じ
形
の
虫
食
い
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
（
正
確
に
は
、

徐
々
に
間
隔
は
狭
ま
っ
て
い
き
、
虫
食
い
の
大
き
さ
も
小
さ
く
な
っ
て
い
く
が
）、

折
本
だ
と
ほ
ぼ
同
じ
形
・
大
き
さ
の
虫
食
い
が
、
一
定
の
線
の
左
右
に
対
称
に

存
在
す
る
（
図
版
②
）。
こ
の
写
真
は
表
を
こ
ち
ら
側
に
し
て
、
日
に
空
か
し

て
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
箇
所
を
普
通
に
撮
影
す
る
と
、
左
右
対
称

の
虫
食
い
（
裏
打
ち
し
て
あ
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
）
の
間
に
、
わ
ず
か
な
線

が
確
認
で
き
る
（
図
版
③
。
こ
の
場
合
は
八
日
条
の
日
付
の
一
つ
前
の
行
）。
山
折

り
の
部
分
は
汚
れ
が
付
着
し
て
線
に
な
り
や
す
い
が
、
谷
折
り
の
部
分
は
折
り

込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
見
付
け
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
ず
か
な
線
と
左
右
対
称
の
虫
食
い
を
手
が
か
り
に
、

板
倉
則
衣
氏
に
折
本
の
「
複
製
」
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。
自
筆
本
の
複
製
を

カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
て
、
そ
れ
を
張
り
継
ぎ
、
線
と
左
右
対
称
の
虫
食
い
に
よ
っ

て
折
り
目
を
見
分
け
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
、約
十
三
セ
ン
チ
メ
ー

道
長

（
十
三
代
）

道
嗣

（
六
代
）

前
久

信
尹

信
尋

前
子

後
水
尾
天
皇

信
尋

後
陽
成
天
皇
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ト
ル
毎
の
折
り
目
が
確
認
で
き
た
（
図
版
④
）。
信

尹
以
来
、
約
四
百
年
振
り
の
『
御
堂
関
白
記
』
折
本

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
折
本
に
、
信
尹
は
『
後
深
心
院
関
白

記
』
の
抜
書
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
よ

り
に
よ
っ
て
寛
弘
五
年
秋
冬
の
一
巻
の
み
に
限
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

信
尹
は
『
御
堂
関
白
記
』
具
注
暦
の
末
尾
の
裏
、

す
な
わ
ち
寛
弘
五
年
十
二
月
三
十
日
の
暦
の
裏
か
ら

記
し
始
め
た
（
し
た
が
っ
て
、『
御
堂
関
白
記
』
の
表

の
日
付
と
は
逆
に
進
む
こ
と
に
な
る
）。
そ
れ
は
『
後

深
心
院
関
白
記
』
延
文
元
年
正
月
一
日
の
記
事
に
始

ま
り
、延
文
三
年
六
月
三
十
日
の
記
事
に
ま
で
及
ぶ
。

『
後
深
心
院
関
白
記
』
も
具
注
暦
に
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
延
文
三
年
の
春
夏
巻
の
末
尾
ま

で
を
抜
書
し
た
こ
と
に
な
り
、
一
応
、
こ
れ
で
完
結

し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
延
文

三
年
六
月
三
十
日
条
は
、『
御
堂
関
白
記
』
で
は
寛

弘
五
年
九
月
二
十
一
日
条
の
裏
に
あ
た
り
、
ま
だ
ま

だ
約
二
箇
月
余
り
の
分
の
余
白
が
存
在
し
て
い
る
。

信
尹
は
、
抜
書
を
書
写
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
折
本

に
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
折
本
を
作
っ
て
か
ら
、

図版②　寛弘五年秋冬巻表の虫食い

図版③　寛弘五年秋冬巻表の折り目
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抜
書
を
書
写
し
て
い

る
。
折
目
の
山
や
谷

の
部
分
に
は
書
写
し

て
お
ら
ず
、
行
間
も

多
少
な
が
ら
空
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
そ
の
時
点

以
前
、
巻
子
本
時
代

に
あ
っ
た
虫
食
い

（
等
間
隔
の
も
の
）は
、

巧
み
に
回
避
し
て
い

る
。ま

た
、
名
和
氏
に

よ
る
と
、
書
風
は
信

尹
が
三
藐
院
流
の
書

を
確
立
す
る
以
前
の

も
の
で
あ
り
、
い
ま

だ
父
前
久
に
師
事
し
て
い
た
青
蓮
院
流
（
和
様
）
の
書
体
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
折
本
を
作
っ
て
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
を

書
写
し
た
の
は
、
慶
長
二
、
三
（
一
五
九
七
、
九
八
）年
よ
り
も
以
前
と
い
う
こ

と
に
な
る
ら
し
い
。
こ
う
な
る
と
私
な
ど
は
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
な
の
で
あ
る

が
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、『
御
堂
関
白
記
』
の
道
長
の
書
体
に
も
通
じ
る

風
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
慶
長
初
年
と
い
う
と
、
許
さ

れ
て
薩
摩
か
ら
帰
京
し
た
直
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
信
尹
の
心
中
に
何
か

考
え
る
と
こ
ろ
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
抜
書
さ
れ
た
延
文
元
（
一
三
五
六
）
年
か
ら
三
（
一
三
五
八
）
年

に
か
け
て
は
、道
嗣
は
従
一
位
右
大
臣
で
あ
り
、関
白
と
な
る
直
前
で
あ
っ
た
。

信
尹
が
こ
の
抜
書
を
行
な
っ
た
の
が
慶
長
初
年
で
あ
る
と
す
る
と
、
許
さ
れ
て

帰
京
し
た
も
の
の
、
左
大
臣
に
再
任
さ
れ
る
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
の
直
前

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
関
白
・
氏
長
者
と
な
っ
た
の
が
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）

年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
延
文
初
年
の
道
嗣
と
似
た
よ
う
な
状
況
と
言
え

な
く
も
な
い
。

『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
の
情
況

そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
、『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
を
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
抜
書
の
書
き
出
し
が
二
回
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ご
く
ご
く
初
め
、
お
そ
ら
く
は
折
本
を
最
初
に
め
く
っ
た
あ
た

り
に
、〈

文
和
五
〉

延
文
元
年　
　

歳
次
丙
申

正
月
〈
庚
寅
〉

一
日

と
書
き
出
し
（
図
版
⑤
）、
日
付
で
中
断
し
た
後
、
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
空
け
て
、
再
び
同
じ
書
き
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
一
日
」
と

図版④　寛弘五年秋冬巻折本複製
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い
う
日
付
の
下
に
、「
壬
午　

木
定
」
と
い
う
干
支

と
暦
書
を
記
し
て
、
そ
の
ま
ま
下
に
、「
晴
、
申
剋

以
後
雨
降
、
寅
刻
拝
」
以
下
、
一
日
条
の
抜
書
を
行

な
っ
て
い
る
（
図
版
⑥
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
巻
子
本
で
書
き
出

し
、
折
本
に
し
て
、
ま
た
書
き
出
し
た
も
の
か
と
い

う
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
、
最
初
の
書

き
出
し
が
巻
子
本
の
最
初
（
軸
の
と
こ
ろ
）
か
ら
約

二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
空
け
て
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
折
本
を
最
初
に
め
く
っ
て
現
わ
れ
る
面
の
、

折
り
目
の
真
ん
中
あ
た
り
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
図
版
⑤
に
は
、
こ
の
書
き
出
し
の
両
側
に
、
折
り
目
が

見
え
る
）
か
ら
、「
一
日
」
ま
で
書
い
て
し
ま
っ
て

か
ら
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
本
文
を
記
し
て
し
ま
う
の

も
、
表
紙
と
し
て
は
体
裁
が
悪
い
と
考
え
て
、
も
う

一
回
め
く
っ
た
と
こ
ろ
に
、
改
め
て
写
し
始
め
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（
図
版
④
）。
つ
ま
り
、

先
ず
折
本
状
態
に
し
た
後
に
、
め
く
り
な
が
ら
写
し

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、正
月
一
日
条
、二
日
条
を
抜
書
し
た
後
、

三
日
条
は
同
じ
記
事
を
書
く
の
を
面
倒
に
思
っ
た
の

か
、「
又
同
、」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
四
日
条
は
写

図版⑥　寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み

図版⑤　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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さ
ず
、
五
日
条
は
日
付
を
記
し
た
後
に
、
そ
れ
を
抹
消
し
て
い
る
（
図
版
⑥
）。

そ
し
て
六
日
条
を
抜
書
し
た
後
に
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十

日
条
の
裏
書
七
行
が
現
わ
れ
る
。
図
版
④
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
折
本

状
の
『
御
堂
関
白
記
』
を
二
回
め
く
れ
ば
、
こ
の
裏
書
が
現
わ
れ
る
。
信
尹
が

『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
を
始
め
た
時
点
で
、
こ
の
裏
書
に
気
付
い
て
い

た
か
ど
う
か
は
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
裏
書
は
道
長
の
長
女
で
あ
る
彰
子
が
産
ん
だ
敦
成
親
王
の
御
百

日
の
儀
の
記
事
で
あ
る
。「
公
卿
た
ち
が
祝
い
の
和
歌
を
詠
み
、
能
書
の
行
成

が
そ
れ
を
書
こ
う
と
し
た
時
、
か
つ
て
道
長
の
政
敵
で
あ
っ
た
伊
周
が
筆
を
取

り
上
げ
て
書
い
た
。
皆
が
怪
し
ん
で
い
た
時
、
一
条
は
道
長
を
召
し
て
玉
杯
を

賜
う
。
一
条
が
仰
せ
に
な
っ
た
こ
と
に
は
…
…
、
で
記
事
が
終
わ
っ
て
い
る
。

い
っ
た
い
一
条
は
、
何
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
道
長
は
、
何
故
こ
れ

を
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」（
倉
本
一
宏
『
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」

全
現
代
語
訳　

下
』「
あ
と
が
き
」〈
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
〉）
と
い
っ
た
、
政
治

的
に
も
伊
周
を
め
ぐ
っ
て
緊
迫
し
、
ま
た
一
条
天
皇
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、
極

め
て
興
味
深
い
記
事
な
の
で
あ
る
。

信
尹
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
に
気
付
き
、
六
日
条
を
写
し
た
後
、
道
長

の
記
し
た
「
廿
日
」
と
い
う
日
付
の
傍
ら
に
、「
是
者
自
元
ノ
筆
也
（
是
は
元

よ
り
の
筆
な
り
）」
と
い
う
注
記
を
行
な
い
、
廿
日
の
日
付
の
上
に
圏
線
を
引
い

て
い
る
（
図
版
⑦
）。
こ
の
紙
に
元
か
ら
記
さ
れ
て
い
た
筆
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
（「
御
堂
殿
の
筆
」
と
か
書
い
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
）。

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
日
条
の
裏
書
を
抜
か
し
（
先
ほ
ど

述
べ
た
、一
条
天
皇
が「
仰
云
、」で
あ
る
）、信
尹
は
再
び
七
日
条
を
写
し
始
め
た
。

そ
し
て
、
正
月
七
日
・
十
三
日
・
十
六
日
・
十
八
日
・
廿
二
日
・
廿
六
日
・
廿

八
日
・
卅
日
、
二
月
八
日
・
九
日
・
十
六
日
・
十
八
日
・
廿
日
・
廿
一
日
・
廿

五
日
、
三
月
廿
日
・
廿
五
日
、
四
月
一
日
・
二
日
・
八
日
・
廿
一
日
・
廿
二
日
・

廿
三
日
・
廿
四
日
・
廿
六
日
、
五
月
六
日
・
十
九
日
・
廿
九
日
と
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
（
図
版
⑧
⑨
⑩
）、
延
文
二
年
に
入
っ
て
い
る
（
図
版
⑩
）。

延
文
二
年
は
、
正
月
一
日
・
五
日
・
七
日
・
十
日
・
十
六
日
・
廿
五
日
・
廿

九
日
（
図
版
⑪
）、
二
月
二
日
・
十
日
・
十
一
日
・
十
六
日
・
十
九
日
・
廿
二
日
・

廿
五
日
・
廿
八
日
（
図
版
⑫
）、
三
月
一
日
・
三
日
だ
け
を
写
し
た
と
こ
ろ
で

延
文
三
年
に
入
る
（
図
版
⑬
）。

延
文
三
年
は
、
正
月
一
日
・
五
日
・
六
日
・
七
日
・
八
日
・
十
二
日
・
十
四

日
・
十
六
日
・
廿
日
（
図
版
⑭
）、
二
月
三
日
・
九
日
・
十
一
日
・
十
二
日
・

十
六
日
・
十
九
日
・
廿
一
日
・
廿
九
日
（
図
版
⑮
）、
三
月
一
日
・
二
日
・
五
日
・

図版⑦　 寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み



『御堂関白記』自筆本の裏に写された『後深心院関白記』

453

図版⑧　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑨　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑩　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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図版⑬　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑫　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑪　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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図版⑭　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑮　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑯　寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み
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十
三
日
・
十
九
日
・
廿
八
日
（
図
版
⑮
⑯
）、
四
月
一
日
・
二
日
と
き
た
と
こ

ろ
で
、『
御
堂
関
白
記
』
の
次
の
裏
書
が
現
わ
れ
る
。

こ
ち
ら
は
寛
弘
五
年
十
月
十
七
日
条
と
十
六
日
条
で
（
裏
書
で
は
、
日
付
が

後
の
も
の
が
先
に
現
わ
れ
る
）、
十
七
日
条
が
敦
成
親
王
家
別
当
を
定
め
た
記

事
、
十
六
日
条
が
一
条
天
皇
土
御
門
第
行
幸
・
皇
子
敦
成
へ
の
親
王
宣
下
・
行

幸
叙
位
の
記
事
で
あ
る
（
図
版
⑰
）。
十
七
日
条
が
八
行
、
十
六
日
条
が
二
十

行
と
、
道
長
に
と
っ
て
は
異
例
の
長
い
記
事
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
『
紫
式
部

日
記
』
の
世
界
で
、
道
長
家
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
後
世
の
摂
関
家
に
と
っ

て
も
、「
栄
華
の
初
花
」
と
か
「
寛
弘
の
佳
例
」
と
称
さ
れ
た
、
一
大
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
記
事
を
挟
ん
で
日
記
を
写
す
と
い
う
書
写

者
の
個
性
も
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
る
が
、
信
尹
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
、
寛
弘
五
年
十
月
十
六
日
条
裏
書
が
終
わ
る
と
、
再
び
四
月
十
二
日
条
を

写
し
て
い
る
（
図
版
⑰
）。

そ
し
て
、
四
月
十
二
日
・
十
五
日
・
十
七
日
・
廿
日
・
廿
六
日
・
廿
八
日
・

廿
九
日
・
卅
日
（
図
版
⑱
）、
五
月
廿
六
日
（
図
版
⑱
）、
六
月
一
日
・
四
日
・

六
日
・
十
二
日
・
十
五
日
・
十
七
日
・
十
九
日
・
廿
四
日
・
廿
六
日
・
卅
日
と

写
し
た
と
こ
ろ
で
（
図
版
⑲
⑳
）、
こ
の
抜
書
は
終
了
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
抜
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
自
筆
現
本『
後
深
心
院
関
白
記
』と

同
文
で
あ
る
の
で
、
全
文
の
釈
文
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
試
み
に
延
文

元
年
正
月
の
分
の
み
、
自
筆
現
本
『
後
深
心
院
関
白
記
』
と
対
照
さ
せ
て
み
よ

う
。
な
お
、『
御
堂
関
白
記
』
裏
書
書
写
『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
と
の
比
較
・

対
照
を
目
的
と
し
た
た
め
、
自
筆
現
本
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
行
替
は
、
必

ず
し
も
原
本
通
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
句
点
は
私
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

図版⑰　寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み
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図版⑱　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑲　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑳　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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自
筆
現
本
『
後
深
心
院
関
白
記
』

『
御
堂
関
白
記
』
裏
書
書
写
抜
書

〈
文
和
五
〉

延
文
元
年　
　

歳
次
丙
申

　

正
月
〈
庚
寅
〉

一
日

〈
延
文
元
年
〉

〈
文
和
五
〉

　

文
和
五
年
〈
春
夏
〉　

歳
次
丙
申

延
文
元
年　
　

歳
次
丙
申

　
　

正
月
大
建

　

正
月
〈
庚
寅
〉

一
日
、
壬
午
、
木
定

一
日
〈
壬
午
〉　

木
定

晴
、
申
剋
以
後
雨
降
、　　

寅
刻
拝

晴
、
申
剋
以
後
雨
降
、
寅
刻
拝

天
地
四
方
、
歯
固
如
例
、

天
地
四
方
、
歯
固
如
例
、

　

節
会
、
内
弁
右
大
将
源
通
相
卿
、

　

出
御
帳
中
被

節
会
、
内
弁
、
右
大
将
源
通
相
卿
〈
三
節
共
被
部
之
机
見
左
、〉、

出
御
帳
中
被

　

垂
御
簾
、
御
膳
自
掖
供
之
云
々
、
小
朝
拝
停
止
之
、

垂
御
簾
、
御
膳
自
掖
供
之
云
々
、
小
朝
拝
停
止
之
、

　

依
神
木
遷
座
也
、

依
神
木
遷
座
也
、

二
日
、
癸
未
、
木
執

二
日
〈
癸
未
〉

晴
陰
不
定
、　　

見
鏡
服
薬
、

見
鏡
、
服
、

三
日
、
甲
申
、
水
破

三
日

晴
、　　

鏡
・
薬
如
例
、

又
同
、

四
日
、
乙
酉
、
水
危

自
早
旦
天
陰
、
申
時
以
後
雨
雪
降
、

　

年
首
初
有
沐
浴
事
、

五
日
、
丙
戌
、
土
成

五
日

晴
陰
不
定
、

六
日
、
丁
亥
、
土
収

六
日
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晴
、　　

今
日
被
行
叙
位
、
執
筆
権
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

叙
位
、
執
筆
権
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

暁
、
熒
惑
凌
犯
天
江
第
三
・
第
四
星
云
々
、

〈
是
者
自
元
ノ
筆
也
、〉

（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
日
条
裏
書
七
行
）

七
日
、
戊
子
、
火
開

七
日
〈
戊
子
〉

晴
陰
不
定
、　

内
弁
右
大
将
、
出
御
之
儀
如
去
一
日
、

内
弁
右
大
将
通
相
卿
、　

出
御
儀
如
去
一
日
、

　

有
勅
問
事
、〈
御
斎
会
延
否
事
、〉

八
日
、
己
丑
、
火
閉

晴
、

九
日
、
庚
寅
、
木
建

晴
、
今
暁
暴
風
雷
雨
、　　

有
祈
始
事
、

十
日
、
辛
卯
、
木
除

晴
、　　

月
犯
五
車
星
云
々
、

十
一
日
、
壬
辰
、
水
満

晴
、

十
二
日
、
癸
巳
、
水
平

晴
、

十
三
日
、
甲
午
、
金
定

十
三
日
〈
甲
午
〉

及
晩
雨
下
、　　

今
日
密
々
始
出
行
、
向
新
殿
姫
君
許
、

密
々
始
出
行
、
向
新
殿
姫
君
許
、
参
御
影
御
前
、

参
御
影
御
前
、

　

今
暁
神
木
御
帰
座
云
々
、

　

今
暁
神
木
御
帰
座
云
々
、

十
四
日
、
乙
未
、
金
執

雨
降
、

十
五
日
、
丙
申
、
火
破

晴
、

十
六
日
、
丁
酉
、
火
危

十
六
日
〈
丁
酉
〉

晴
、　　

節
会
、
始
出
御
、
内
弁
右
大
将
、
外
弁
六
七
許

輩
云
々
、

始
出
御
、
内
弁
右
大
将
〈
通
相
〉、
外
弁
六
七
輩
、
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十
八
日
、
己
亥
、
木
収

十
八
日

晴
、
入
夜
雨
下
、　　

参
北
野
社
、

参
北
野
社
、〈
又
廿
五
日
、
請
奉
詩
歌
・
春
楽
、
及
晩
参
北
野
社
、〉

十
九
日
、
庚
子
、
土
開

晴
、

廿
日
、
辛
丑
、
土
閉

雨
下
、
及
晩
属
晴
、

廿
一
日
、
壬
寅
、
金
建

晴
、

廿
二
日
、
癸
卯
、
金
除

廿
二
日
〈
癸
卯
〉

晴
、　　

自
禁
裏
被
下
御
書
、
来
卅
日
女
叙
位
・
吉

自
禁
裏
被
下
御
書
、
来
卅
日
女
叙
位
・
吉
書
奏
・

書
奏
・
陣
定
等
可
参
仕
之
由
、
被
仰
下
、
可
令
存
知

陣
定
等
可
参
仕
之
由
、
被
仰
下
、
可
令
存
知
之
由
令
申
了
、

之
由
令
申
了
、

兼
日
奉
行
職
事
等
相
触
了
、

兼
日
奉
行
職
事
等
相
触
了
、

廿
三
日
、
甲
辰
、
火
満

天
陰
雨
降
、
雪
霰
相
交
、

廿
四
日
、
乙
巳
、
火
平

朝
間
雨
降
、　　

自
今
日
三
个
日
念
誦
、〈
毎
月
事
也
、〉

廿
五
日
、
丙
午
、
水
定

晴
、　　

詩
歌
如
例
、〈
法
楽
聖
廟
也
、〉

　

及
晩
景
参
北
野
社
、

廿
六
日
、
丁
未
、
水
執

廿
六
日

晴
、　　

自
今
日
県
召
除
目
、
執
筆
洞
院
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

自
今
日
県
召
除
目
、
執
筆
洞
院
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

　

予
年
給
申
文
付
頭
兵
衛
督
教
光
朝
臣
、

　

召
外
記
、
給
公
卿
給
、

予
年
給
申
文
付
頭
兵
衛
督
教
光
朝
臣
、
召
外
記
給

公
卿
給
、

　
　

申
文
如
此
、

　

申
文
如
此
、

　
　
　

従
七
位
上
橘
朝
臣
安
国

従
七
位
上
橘
朝
臣
安
国

　
　
　
　

望
諸
国
掾

　

望
諸
国
掾

　
　

右
、
当
年
給
〈
二
合
、〉
所
請
如
件
、

右
、
当
年
給
二
合
所
請
如
件
、
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こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
信
尹
は
何
か
特
定
の
儀
式
や
政
務
を
選
択

し
て
抜
書
を
行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
く
個
人

的
な
事
柄
や
、
天
候
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
何
か
特
定

の
実
用
的
な
目
的
で
も
っ
て
こ
の
抜
書
を
行
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。

面
白
い
こ
と
に
、
道
嗣
が
二
月
八
日
条
に
、「
雨
降
、
先
公

0

0

御
忌
日
也
、
作

善
等
如
例
、」
と
、
自
分
の
亡
父
で
あ
る
基
嗣
の
忌
日
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て

い
る
箇
所
は
、
信
尹
は
「
後
岡
屋
殿

0

0

0

0

御
忌
日
也
、
有
作
善
等
、」
と
、
基
嗣
の

号
で
記
し
て
い
る
。
時
折
、
人
名
注
を
施
し
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
慶
長
年

間
と
い
う
時
代
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
抜
書
を
行
な
お
う
と
し
た
態
度
が
読

み
取
れ
よ
う
。

ま
た
、
抜
書
が
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
う
ち
で
年
の
前
半
（
春
夏
巻
）
に

つ
い
て
の
み
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
事
情
は
、
ま
た
別
個
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
信
尹
は
延
文
三
年
六
月
卅
日
条
以
降
の
抜
書
を
中
断
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
名
和
氏
に
よ
る
と
、
信
尹
自
身
が
こ
れ
を
巻
子
本
に
戻
し
、
褾
紙
を
付

け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
四
巻
に
つ
い
て
も
、
書
写
を
行
な
う
こ
と
な

く
、
同
様
の
措
置
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
虫
食
い
の
状
況
か
ら
見

て
、
一
定
の
期
間
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
心
情
に
よ
っ
て
、
信
尹
が
抜
書
を
中
断
し
、
折
本
を
元
の
状
態

　
　
　

文
和
五
年
正
月
廿
六
日
従
一
位
行
右
大
臣
藤
原
朝
臣
道
嗣

　

文
和
五
年
正
月
廿
六
日
従
一
位
行
右
大
臣
藤
原
朝
臣
道
嗣

　
　

年
給
申
文
献
之
、

年
給
申
文
献
之
、

　
　

可
被　

奏
聞
之
状

可
被　

奏
聞
之
状

　
　

如
件
、

如
件
、

　
　
　

三
月
廿
六
日　

右
大
臣
〈
判
、〉

　

三
月
廿
六
日　

右
大
臣
〈
判
、〉

　
　

頭
兵
衛
督
殿

頭
兵
衛
督
殿

廿
七
日
、
戊
辰
、
土
破

陰
、
入
夜
雨
下
、

廿
八
日
、
己
酉
、
土
破

廿
八
日

陰
、　　

除
目
入
眼
云
々
、
教
光
・
経
方
等
朝
臣
任
参
議
、〈
元
蔵
人

頭
、〉

除
目
入
眼
云
々
、

　

左
中
将
隆
家
・
左
中
弁
時
光
等
朝
臣
補
蔵
人
頭
、

「
卅
日
、
辛
亥
、
女
叙
位
、
有
御
別
記
、」

卅
日

　
（
別
記
省
略
）

女
叙
位
、
参
勤
、〈
私
〉
道
嗣
云
、
作
法
事
、
在
別
紙
、
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に
戻
し
た
の
か
は
、
知
る
由
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、
全
体
と
し
て
ど
れ
だ
け
の

分
量
の
抜
書
を
行
な
う
予
定
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
何
故
に
『
御

堂
関
白
記
』
を
使
お
う
と
考
え
た
の
か
、
ま
た
何
故
に
『
後
深
心
院
関
白
記
』

を
抜
書
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
っ
た
く
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
（『
御
堂
関
白
記
』
と
は
知
ら
ず
に
折
本
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
と
、
元

も
子
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）。

お
わ
り
に

廟
堂
に
復
帰
し
、
い
ま
一
歩
で
関
白
の
座
に
就
け
そ
う
な
こ
の
時
期
、
信
尹

が
自
己
と
近
衛
家
の
正
統
性
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
重
宝
で
あ
っ
た

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
、
し
か
も
最
も
大
切
な
巻
の
裏
に
、
こ
れ
も
祖
先
の

道
嗣
の
日
記
で
あ
る
『
後
深
心
院
関
白
記
』
自
筆
本
を
抜
書
し
た
、
と
言
っ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
残
さ
れ
た
謎
は
多

い
。『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
他
に
も
近
衛
家
に
は
重
要
な
日
記
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
日
記
の
抜
書
を
行
な
わ
な
く
て
も
、

権
威
を
確
立
す
る
た
め
に
で
き
そ
う
な
所
為
と
し
て
は
、
信
尹
ほ
ど
の
才
人
で

あ
れ
ば
、
他
に
い
く
ら
で
も
方
法
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
、
摂
関
家
に
と
っ
て
は
、
敦
成
親
王
誕

生
と
一
条
天
皇
の
土
御
門
第
行
幸
は
、「
寛
弘
の
佳
例
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
箇
所
を
記
し
た
重
宝
で
あ
る
道
長
自
筆
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
に

他
の
日
記
を
抜
書
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
尹
自
身
の
個
性
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
摂
関
家
嫡
流
の
近
衛
家
に
と
っ
て
み
て
も
、「
寛
弘
の
佳
例
」
の
現
実
的

な
意
義
が
低
下
し
た
時
代
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
知
の
意
義
と

魅
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
向
後
も
そ
の
解
明
に
つ
と
め
る
所
存
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
の
紹
介
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

最
後
に
あ
た
っ
て
、
も
う
一
度
、
こ
の
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
と
撮
影
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
数
々
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
名
和
修
氏
、
こ
の
裏
書
を
考
え
る
基

と
な
っ
た
複
製
本
を
二
つ
返
事
で
購
入
し
て
下
さ
っ
た
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
、
調
査
に
お
い
て
こ
の
抜
書
の
存
在
を
指
摘
し
て
く
れ
た
研
究
補
助
員

の
皆
さ
ん
（
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
柿
島
綾
子
氏
で
あ
っ
た
か
）、
丁
寧
な
折
本
を

「
複
製
」
し
て
く
れ
た
板
倉
則
衣
氏
、
撮
影
に
際
し
協
力
し
て
く
れ
た
Ｒ
Ａ
の

シ
ャ
バ
リ
ナ
・
マ
リ
ア
氏
、
釈
文
の
作
成
に
お
力
を
賜
わ
っ
た
榎
本
渉
氏
、
そ

し
て
共
同
研
究
会
の
場
で
様
々
有
益
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
共
同
研
究
員
の
皆
さ

ん
に
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。


